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I は じ め :こ

鳥取県西部,岡山県との県境には,東から西へ朝鍋鷲ヶ山 (1,074m),金 ヶ谷山 (1,164m),はくばせん
白馬山 (1,060m),毛無山 (1,218m)が連なり,さ らにこの西方の鳥取県江府町一日野町境界のほうぶつさん
宝仏山 (1,002m)を 合めて1,000m級の山地を形成している。この山地の北方には,大山火山地域
が隣接する (図 1)。 朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域と呼ぶこの山地は,かつてたたら製鉄が行われた経
緯はあるが,その後の開発からは免れて良好な自然が残されてきた地域である。
小論では,朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の自然環境,と くに地形,地質,植生についての現地調査結
果を報告し,本地域と大山火山地域との自然環境の相違を考察した。
地形調査では烏取大学教育地域科学部小玉芳敬氏,植生調査においては森本満喜夫,棚田耕吉 ,
田中昭彦の各氏をはじめ鳥取県西部と中部地域の植物研究会の方々ならびに鳥取県景観自然課の協

力を得た。また,岩石試料の整理には鳥取大学教育学部地学教室学生の下田順子氏にご協力いただ
いた。以上の方々に厚くお礼申し上げる。
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Ⅱ 地形 ・地質

1地  形

朝鋼鷲ヶ山一宝仏山地域は,豊島 (1982)に よる日野地域
の地形区分にしたがうと,宝仏・毛無山山地にほぼ相当し,
小規模な三平山山地を併せる。東縁は,1,000mを越える三

平山 (1,009.8m),朝鍋鷲ヶ山,金ヶ谷山, 白馬山,毛無山
および四十曲峠を連ねる鳥取/岡山県境分水嶺,西縁は日野
ザ‖ (河床高度160～ 190m),南縁は板井原川,北縁は俣野川
にそれぞれ囲まれた,最大起伏約1,000m,面積約65ぽの地
域である。

地域全体にわたる大地形は,県境分水嶺から日野川河谷へ

下る北西傾斜の大規模斜面として特徴づけられる (図 2)。

山容は中起伏壮年山地を呈し, 日野川水糸峡谷部および山頂

部の各所に傾斜40° 以上の急斜面が分布する (豊島,1977a,
c)。 水糸としてはNW― SE方向の必従河川群が卓越し,そ
れらの多くは,県境分水嶺から日野川本流へ向って北西へ流
下する。NE― SW方向の副次水糸も存在し,全体としてはモ
ザイク状の水系パターンを呈する。谷密度は,起伏の大きさ
も手伝って,一般に20以上に達する (豊島,1977b)。

図 1 調査地域の位置 (国土地理

院発行1/20万「松江」「 高

梁」を使用)
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図 2 朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の地形鳥欧図 (国土地理院,1997か ら編図 )
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2地

朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の地質図 (図 3)は,地質調査所発行の地質図幅 (太田,1962;服部 。

片田,1964;寺 岡ほか,1996)を基礎データとし,多 くの既存資料ならびに現地調査・空中写真判

読にもとづいて,加筆修正を行った。

調査地域の地質は中生界～新生界からなり,それらは地質構成や層序関係にもとづいて,中一下

部中生界,上部白亜系～古第三系,および最上部新生界に三分される (図 4)。 これらのうち,後

者は局所的に分布する薄い被覆層であり,こ の地域構成の大半は前二者に占められる。

1)中―下部中生界
調査地域に分布する中―下部中生界は三郡変成岩類および非変成堆積岩類からなり (図 4),それ

ぞれ西半部と北東端に分布する (図 3)。

三郡変成岩類 : 調査地域北西部の俣野川ダム周辺,ならびに南西部の宝仏山周辺に分布する。

おもに泥質片岩・砂質片岩・苦鉄質片岩からなり,珪質片岩をともなう。片理面は,一般にNW―

SE～WblW― ESE走向で,北東あるいは南西へ中程度に傾斜する。三郡変成岩類は,後期白亜紀～

古第三紀深成岩類によって,広範囲にわたって接触変成作用をこうむっている。
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図 3 朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の地質図 (太田,1962;服部 。片田,1964;寺岡ほか,1996を
基礎に編図 。加筆 ;地形図は国土地理院発行1/5万「根雨」。「湯本」を使用)
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前期～中期中生代堆積岩類 : 調査地域東端部の朝鍋鷲ヶ山周辺に分布する。おもに粘板岩や礫
質泥岩からなり,砂岩・チャー トをともなう。全般に接触変成作用をうけ,ホルンフェルス化 し,
一部では千枚岩化～結晶片岩化する (服部・片田,1964)。 層理面は一般に,NW― SE～WNW―
ESE走向で,北東へ50° ～70° 傾斜する。
中―下部中生界の堆積年代・変成年代 : 朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域を合む£取・岡山 。島根・広
島の県境部に分布する三郡変成岩類は,中期三郡変成岩類 (上部古生界を原岩とし,三畳紀に変成
作用を被る)と新期三郡変成岩類 (下部中生界を原岩とし,ジ ュラ紀に変成作用を被る)に大別さ
れる (寺岡ほか,1996)。 調査地域に分布する三郡変成岩類は,後者に区分される。中国地方にお
ける新期三郡変成岩類の分布地帯は “智頭テレーン"と よばれ,多 くの放射年代値にもとづいて,
その変成作用は180Maを 中心に,200-160Maの 年代範囲で進行 したと考え られている
(Nishmura,1990)。

前期～中期中生代堆積岩類 (寺岡ほか,1996)は泥岩・砂岩・チャー トなどの非変成堆積岩類か
らなり,その推積年代は三畳紀～ジュラ紀とみられている。

2)後期白亜紀～古第三紀火成岩類
後期白亜紀～古第三紀火成岩類は,調査地域中～東部を中心に広く分布し,後期白亜紀火山岩類
と後期白亜紀～古第二紀深成岩類に区分される (図 3, 4)。

後期白亜紀火山岩類 : 調査地域南東半部の金ヶ谷山の北東,白馬山の北斜面,毛無山一四十曲
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図 4 朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の地質構成
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峠一板井原付近など,地形的高所に分布する。寺岡ほか (1996)は , これらのうち,金ヶ谷山の北
東ならびに毛無山一四十曲峠の稜線部に分布する火山岩類を,吉舎安山岩類として区別し,それら

以外を高田流紋岩類に対比した。しかし,次の 2つの理由から,図3では,それらを “後期白亜紀
火山岩類"と して一括した。①寺岡ほか (1996)の地質図では,高田流紋岩類の上位に吉舎安山岩
類が累重するように描かれ,中国地方の標準的層序とは逆の累重関係になっている。②これらの火
山岩類の層序の詳細は未解明である。

火山岩類の岩質は安山岩質から流紋岩質までの変化が認められるが,主体をなすのは流紋石英安
山岩質～流紋岩質のと長質なものである。岩相は,凝灰角礫岩 。火山礫凝灰岩・結晶凝灰岩 。細粒
凝灰岩・凝灰岩質泥岩などからなり,溶岩や岩脈の産状を示すこともある。もっとも主要な岩相は
溶結した結晶凝灰岩であり,細粒凝灰岩がそれに次ぐ。
後期白亜紀～古第三紀深成岩類 : 岩質・岩相・貫入関係にしたがって,斑れい岩類,花闘閃緑
岩類,微文象花闇岩,中粒黒雲母花闘岩,および粗粒黒雲母花闘岩に区分される (図 4)。 Hattori
and Shibata(1974)は ,岩石学的研究および放射年代測定にもとづいて深成活動に 2つの活動期
を識別し,よ り古期の斑れい岩類～微文象花聞岩を逆入岩類 I,新期の中粒～粗粒黒雲母花闇岩類
を逆入岩類]に区分した。これら2期の逆入岩類は活動様式も異なり,前者が比較的小規模な岩株
(ス トック)状～岩脈状岩体をなすのに対し,後者は大規模な底盤 (バソリス)状岩体を形成する。
鳥取県南西部～岡山県北西部は,中国地方のなかでも,比較的苦鉄質な深成岩類がまとまって分布
する地域とされ,逆入岩類 Iはその代表的岩体の 1つである。
(a)逆入岩類 I
斑れい岩類 : 調査地域南西部の日野町金持周辺および朝切谷下流部に露出し,小規模な岩株状
岩体として三郡変成岩類に貫入している。岩体内部での岩相変化が著しく,斑れい岩・石英閃緑岩・

ひん岩などの複雑な複合岩体をなす。

花闘閃緑岩類 : 調査地域南西部の朝切谷,国道181号沿い,および内井谷に露出する岩脈状～
小規模な岩株状岩体を構成する。三郡変成岩類・後期白亜紀火山岩類 。斑れい岩類に貫入している。

微文象花闇岩 : 調査地域南西部の内井谷南方の小規模な岩株状岩体,板井原周辺の岩株状岩体
を構成する。三郡変成岩類および後期白亜紀火山岩類に貫入している。岩相は比較的均―で,優白

質な細粒～中粒花闘岩からなり,鏡下では顕著な文象構造を示す。
(b)逆入岩類Ⅱ

中粒黒雲母花闇岩 : 江府町三谷を中心に調査地域中央部に比較的広く分布するバソリス状岩体
を構成する。三郡変成岩類 。後期白亜紀火山岩類および花闇閃緑岩類に貫入している。比較的均一

な岩相を示すが,周辺部は細粒化したり,斑状組織を呈することがある。
粗粒黒雲母花闘岩 : 大規模なバソリス状岩体を構成する花闘岩であり,調査地域では,東部の
江府町俣野地区～金ヶ谷山周辺,ならびに西部の日野町根雨東方に分布する。かなり均―な等粒状
粗粒花開岩で,カ リ長石は顕著なパーサイト組織を示す。俣野～金ヶ谷山の岩体では,粗粒相から

漸移して中粒相が広く発達する。岩谷川中流右岸ではマサ化がすすみ,鉄穴流しによる緩傾斜地形
が残存する。

金持礫岩 (服部 。片田,1964): 日野町金持西方の山腹に局所的に露出する角礫～亜角礫岩で
あり,その広がりは200mにすぎない (図 3)。 構成礫は最大径30cmに達する結晶片岩 。安山岩 。黒

雲母閃緑岩・流紋岩からなり,崖錐性礫岩あるいは火道角礫岩と考えられている。形成時期は,花
闘閃緑岩類起源の礫を合み,粗粒黒雲母花曽岩による熱変成作用を受けていることから,逆入岩類
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Iと逆入岩類Ⅱの間とされる (服部 。片田,1964:図 4)。

後期白亜紀～古第三紀火成岩類の活動様式 : 日本列島には白亜紀～古第三紀の火成岩類が広く
分布し,これらをもたらした大規模な火山一深成作用に特徴づけられる一連の地殻変動は,・広島

変動"(山下,1957)と よばれる。村上 (1974)イま,瀬戸内～中国地方における白亜紀～古第三紀
火成活動区を,南側から領家帯,広島帯 (現在では山陽帯が一般的),山陰帯 (因美帯および田万
川帯)に区分し,時代とともに火成活動の南縁が北上することを明らかにした。また,各帯におけ
る火成活動は,初期にはより苦鉄質のものであったが,時間とともに珪長質のものへと変化する規
則性もみいだされた。朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域は,これらの火成活動区のうち山陰帯 (と くに因美

帯)に区分され,後期白亜紀～古第三紀初期に激しいと長質火成活動の舞台となった (図 4)。

3)最上部新生界
最上部新生界は,鮮新世末～第四紀に形成された最新期のもので,調査地域の各所に小分布する。
それらは,古期のものから,アルカリ玄武岩,三平山火山噴出物,段丘堆積物,および沖積層に区
分される。

アルカリ玄武岩 : 金ヶ谷山山頂部に,後期白亜紀火山岩類および粗粒黒雲母花闇岩をおおって
小分布する。年代データは得られていないが,調査地域北西方の日野高原に点在するアルカリ玄武
岩類との比較にもとづいて,その噴出時代は鮮新世末～更新世前期と類推されている (寺岡ほか,
1996)。

三平山火山噴出物 (寺岡ほか,1996): 調査地域北東端の三平山を構成する火山岩類で,基盤
をなす中―下部中生界堆積岩類および粗粒黒雲母花開岩を不整合におおい,古期大山火山噴出物
(凝灰角礫岩)に不整合におおわれる。下位の深山口石英安山岩 (太田,1962:石英安山岩溶岩お
よび同質凝灰角礫岩)と上位の三平山安山岩 (太田,1962:ガラス質複輝石安山岩溶岩)に区分さ
れる。噴出年代は,火山体地形が残存しないことから判断すると,第三紀末 (太田,1962)あ るい
は更新世前期と推論するのが妥当であろう。

段丘堆積物 : 江府町俣野地区の池の内・尾の上原周辺では狭除な段丘面が発達し,現河床から
の比高は10数～20mである。段丘堆積物は大礫～巨礫からなり, レンズ状の砂層をはさむ。構成礫
のほとんどは斜方輝石角閃石デイサイトからなり,北東方に分布する大山火山起原の笹ヶ平火砕流
堆積物 (津久井,1984;岡 田ほか,1987)に由来したものと考えられる。深山口川最上流部の深山
口周辺にはやや広い緩斜面が発達し,上記段丘面とほぼ同準の地形面と考えられる (図 3)。

沖積層 : 日野川および主要支流の現河床を構成し,おもに砂礫からなる。一部は,河岸段丘
(現河床からの比高数m)ゃ山麓の小規模扇状地を構成する。
最上部新生界の堆積場 : 朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域は脊梁山地の頂部に位置し,鳥取県側は日野
川中～上流部,岡山県側は旭川源流部の諸水糸によってそれぞれ深く解析されている.谷壁は一般
に急峻で,河岸段丘の発達は全般に悪く,沖積低地もきわめて狭除である。朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地
域は,中―後期更新世火山フロント付近に位置していたが,北方にひろがる広大な蒜山～大山地域
とは異なって,鮮新世末期～更新世後期の火山岩類が小分布するにすぎない (図 3)。 以上の事実
は,朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域が新生代末期を通じて隆起一侵食場にあり,広 く古期岩類が露出する
地帯であったことを示す。
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Ⅲ 植 生

1 調査の概要

大山山糸の一つである鳥ヶ山から南方に伸びる溶岩合地に続いて,連続する山稜の朝鍋鷲ヶ山,
毛無山,宝仏山の植生についての調査を1999年に実施 した。植物群落についてはBrau「 Blanquet

法 (1964)に従い,おおむね森林では400だ,草原では25ポを調査面積の目安とし,全相階層につ
いて林冠の植被率,各階層ごとの植被率および優占度,群度,主要木の胸高直径などを調査した。
植物相については登山道に沿って出現する植物を標高に注目しつつ複数の調査者が確認しながら記録

し,現地で不明な種は標本とした。言うまでもなく,植生調査において確認された植物も加えている。

2 植物群落

席取県の日野郡地域はたたら製鉄が盛んに行われていたため, 自然林はきわめて少ない地域であ

るが,その中にあって毛無山から金ヶ谷山にかけては,それらの急峻な地形が幸いしたものか鳥取

県と岡山県にまたがり約 5応に達するブナ林が広範囲に残存している。一方,宝仏山域においては

山頂付近まで人為が加わり,大半がスギ, ヒノキの植林あるいはアカマツ林で覆われていて, 自然

林は山頂部周辺に限定される。

残されている自然林の多くは標高700m内外から上部に位置し,ブナ林である。いずれのブナ林
も林床にはチマキザサが密生しているため,比較的に構成種数は少なく,16～ 38種である。毛無山
から眺望する白馬山に連なる稜線の景観は本地域のブナ林が天然スギ混交林であることを示し,P
取県東部地域のブナ林 (清水・越智,1974)と 同様に岩塊が露出するような土壌粗悪な急斜面に成

立するスギの混入するブナ林を特徴づけるものであろう。この地域における群落組成は毛無山から

白馬山の岡山県側において西本・波田 (1998)に よる詳細な調査報告がある。

二次林は朝鍋鷲ヶ山付近に多く,やはり林床はチマキザサに覆われている。リョウブやヤマヤナ

ギなどが優占する低木林も少なからず出現するが,風衝や地形的に厳しい環境にさらされる尾根部
や稜線部に分布し,遷移の進行が遅滞しているものと考えられる。朝鍋鷲ヶ山の山頂近くではオオ

イタヤメイゲツ低木林が発達している。今回,27地点の調査結果があるが,こ こでは割愛する。

3植 生 図

空中写真,現地調査,ヘ リコプターからの鳥酸などを利用して植生図を作成した (図 5, 6)。

空中写真については,朝鍋鷲ヶ山から毛無山地域に関しては1997年 7月 ,宝仏山地域は1998年 5月

に撮影された白黒写真の立体視により林分の判別を行い,2.5万分の 1地形図に表示した。

十分に成熟した広葉樹林とスギあるいはヒノキの植林については明瞭に判別できるが, 白黒写真

の場合,比較的若齢の二次林とある程度年数を経たアカマツ林は判別が困難であるため,二次林と
したものにアカマツ植林も含まれている可能性が大である。また,落葉広葉樹林のうち多くは二次

林であるが, 自然林と二次林の判別も必ずしも判別は容易ではないため,十分に成熟した林分を自
然林とみなして描いた。

毛無山一朝鍋鷲ヶ山地域はとくに毛無山から白馬山にかけて広大な自然林が残されているのが分

かる。朝鍋鷲ヶ山から金ヶ谷山周辺では鳥取県側の稜線部付近が植林地になっていで惜しまれるが ,
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図 5 朝鍋鷲ヶ山一毛無山地域の現存植生図 (国土地理院発行1/2.5万「 延助」「美作新庄」を使用 )

図 6 宝仏山地域の現存植生図 (国土地理院発行1/2.5万「根雨」「美作新庄」を使用)
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俣野奥の日詰川源流地域にはまとまりのある落棄樹林が広がっていて若干ながらそれを補っている

と言える。

宝仏山地域は前者地域に比べ自然林,落葉広葉樹二次林ともに貧弱であり,稜線付近に限定的で

ある。しかし,山頂から根雨方面にかけて広面積の二次林が残存していることを考慮するとあなが
ち無視するには忍びない良さを有している。

4植 物 相

今回の調査で得られた記録されたシダ植物以上の高等植物を毛無山,朝鍋鷲ヶ山,宝仏山に分け
表 1に示す。

毛無山では約800m,朝鍋謗 山では500m,宝仏山では約800mか ら上部および日野川支流の板
井原川の源流をなす朝刈川上流450m付近を中心とする調査の結果得られたものである。朝鍋鷲ヶ

山と宝仏山地域では若千谷川付近の植物が記録されたが,おおむね尾根沿いの植物相であるので十
分に地域全域の植物相を示したものではなく,記録漏れも多々あることはやむを得ない。したがっ
て,各植物の分布の差異は言うまでもなく厳密な意味を持つものでない。
今回記録された種数は378種である。その内訳を見ると,シダ植物35種,裸子植物5種,双子棄植
物離弁花類185種,合弁花類92種,単子葉植物61種であり,そのうち鳥取県植物研究会で選定した
希少種 (未公表)は52種に達している。
表 1に示した希少度はNT,A, B,Cの 4カ テゴリーが示されているが,それぞれ環境庁選定
の準絶滅危惧植物 (環境庁,2000),a取 県独自の選定による希少度順位を付したものであり,お
おむね,Aは環境庁の絶滅危惧 I類, Bは絶滅危惧Ⅱ類, Cは準絶滅危惧に対応する。種の配列は
環境庁の植物目録分類糸順 (環境庁自然保護局,1994)に従っている。
毛無山での調査ルー トは俣野川地下発電所に付設された巨大なサージタンク (800m)か らの尾

根道であるため若千多様性に欠けるようである。標高850m付近からブナが出現するが1,050m付近

までスギの植林,ブナ, ミズナラ, リョウブなどの二次林,伐採後森林に回復し得ないまま低木の
散在するチマキザサ草原が続く。その間, ツノハシバミ, タンナサワフタギ,ク ロモジ, リョウブ,
コハウチワカエデ,ナ ツツバキ,イ ヌシデ,ク マシデ,ナナカマ ドなど,一般的な樹木が沿道を埋
め,草原地帯ではチマキザサとススキが密生する中夕ニウツギ, ノリウツギ,ヤマヤナギ, リョウ
ブなどの低木が点在し,路端には低木のコアジサイやイワカガミやアカモノ,ホクチアザミ,ノ ギ
ラン,シハイスミレなどの草本植物が見られる。コアジサイは日野地方に偏在分布する種として注
目され,ホクチアザミは人為干渉を受ける低茎の草原を特徴づける草本であるが,草原が放置され
るにしたがって減少し,希少になってきている。
1,050mか ら稜線にかけてはブナ林となるが,尾根沿いの地形的影響によるものかやや粗密で,
高茎のチマキザサが密生し林床の植生はきわめて希薄である。稜線に合流する標高1,160m地点は

緩傾斜の広い尾根となり,樹冠が鬱閉するブナ林が発達している。春を除くと林床はササもなく裸
地状態であるが,春にはカタクリが美しく彩る所であり,踏みつけ防止を呼びかける小さな看板が
それを示している。標高1,218mの毛無山山頂に近付くにつれブナ林は応、たたびチマキザサが密生

して踏み込むことも困難なブナ林が続くが,プナは風衝形を示して枝を大きく横に開いた矮小形と
なる。時おり希少植物のミヤマノキシノブとオシャグジデングが幹に着生するブナが散見される。

また,ブナを欠き低木が茂るところには,同 じく希少植物のクロヅルが 3翼のある期果をたわわに
つけて低木を覆って蔓を絡ませている。
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表1 朝鍋鷲ヶ山,毛無山,宝仏山の植物相
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Synlplocos chinensis var.leucoca■ pa i p1losa    ハイノキ

Caliuln kamtschtticun var.acutiFoliun      アカネ
Gall■m ki4uta                 アカネ
Gdiuln trinorifOrme                アカネ
Galium trinOliForrne var.nipponicum        アカネ
Michdla unddata              勅ネ
PaedOtta scandens                      アカネ

表 1,(つづき)
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朝鍋鷲ヶ山へは深山口から伐採,植林時の作業道とみなされる山道をたどったが,大部分すでに

消滅している林間を経て登行した。登行日付近はスギ植林に囲まれた谷川でシダ植物が多様に繁茂

する中,チ ドリノキが谷を覆いサワグルミが時おり屹立している。やがてスギが植林された尾根を

たどるが,標高900m付近まで若齢二次林を交える植林地帯である。調査地域に生育するササはお

おむねチマキザサであるが,時おリチシマザサの小班群が出現する。
標高950mを越えると急に緩傾斜の合地状地に出る。成熟 した二次林が広がり, ミズナラ,イ ヌ

シデ, コハウチワカエデなど多様な落棄樹に混じって若いブナも見られる。希少植物のオオミヤマ

ガマズミやアケボノシュスランが分布し,その他ユキザサも特異的に多い。稜線部付近にはオオイ

タヤメイゲッの亜高木林 。低木林があり,オオミヤマガマズミも多い。広く平坦な山頂部は送電線

の中継基地となっていて,人為的影響を強く受けているが,低木林に囲まれた湿潤地の一部に希少

植物のマルバダケブキがある。朝鍋鷲ヶ山の山頂部付近にはかつてアスヒカズラとイワショウブが

生育していた。前者は蔦取県での唯一つの分布地として注目されていたが, 2回の調査にも関わら

ず確認できなかった。後者もきわめて希少な植物であるが,両者とも絶滅の可能性が濃厚である。
宝仏山の調査には日野町金持地区の朝刈川に沿って宝仏山に向かう作業林道を利用した。作業林

道の終点は山頂に近い稜線まで標高差約50mのところまで達していて,山頂付近の調査にはきわめ

て便利であり,二次林で覆われた山頂付近の眺望がよい。二次林は時おリブナを交えるが, コナラ ,
リョウブ, ミズナラ,イ ヌシデ,ナナカマ ド, ミズキなど二次林の主要樹種がほとんど揃っている。

希少植物としてはオオバアサガラ, コケイラン,モ ミジガサ, コアジサイなどが生育している。山

頂部には風衝により矮小化したブナの大木があり印象的である。その幹にはミヤマノキシノブとオ

シャグジデングが着生している。林床には希少植物のキヌタソウが多い。風衝にさらされるためと

考えられ,南斜面は二次植生であるが,遷移が停滞して低木草原になっている。

特記事項として朝刈川の中流域の標高460m付近の植生があげられる。この付近にはヨコグラノ

キ,ナガミノツルキケマン,オオバアサガラ,カ ワミドリ,ナベナ, ミツデカエデ,ケ ンポナシな

ど多くの希少植物が分布している。とくに, ココグラノキは一般に四国や九州に比較的希に分布し,

中国地方では帝釈峡に分布している木本植物 (堀川・佐々木,1959)であるが,こ こでは橋桁の基

部に沿って 1個体生育しているのみである。もしも, 自生であれば,き わめて貴重な希少植物であ

るが,周辺部での分布は認められず,人為撹乱を強く受けた橋桁基部にのみに生育していることを

考慮すると,何 らかの形で橋梁工事に付随して持ち込まれた種子が偶然発芽生育したと考えるのが

自然ではないかと推測される。こうした工事に伴って持ち込まれた植物は決して少なくなく,例え

ば,東北地方以北に分布するオオイタドリが,東北以南の各地で近年付設された林道沿いに繁茂す

表 1.(つづき)
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る例が知られており,a取県においても大山山麓にその例を見ることが出来る。

Ⅳ 考 察

調査地域は日本海型気候から太平洋型気候への移行地域として準日本海型気候区 (鈴木,1962)
と呼ばれる地域に当たり,多積雪に適応した植物と寡積雪型の植物が交錯し分限界となる植物が出
現しやすい地域である。

今回の調査において, ヒメモチとチシマザサの分布がその動態を示す植物として調査結果に示さ
れた。両種とも朝鍋鷲ヶ山と毛無山には分布しているが,宝仏山では欠如している。言うまでもな
く,さ らなる詳細な調査を必要とするが,朝鍋鷲ヶ山と毛無山,また,近接する三平山や大山山系
には多産するヒメモチが宝仏山では欠如し,チシマザサは東方から西に向かうにつれ減少傾向が認
められ,大山においてもチマキザサが大勢を占めている。朝鍋鷲ヶ山や毛無山でもチシマザサは分
布しているものの,さ らに少なく小規模な植分しか見いだせない。これらを考慮すると, ヒメモチ
とチシマザサは宝仏山付近に分布限界があることを示唆していると言えそうである。なお,こ の分
布限界を含め,調査地域の植生分布と岩相分布との間には,相関する関係は認められない。
また, コアジサイは大山以東には分布していないが,調査域をはじめ日野郡以西には多産する太
平洋型気候地域を指標する半低木である。

一方,調査地域は大山山系とは標高660mの 内海峠を挟み三平山を経て近接する山系であるが,
とくに新期大山の弥山地域と比較すると弥山には欠如するものの調査地域には分布する植物が多々

みられる。たとえば,マルバダケブキ,カ タクリ,キヌタソウ, コタニワタリ, ミヤマクロモジ,
ヤマグルマ, コアジサイ,ク ロヅル,オオバアサガラ, ミヤマシグレ,モ ミジガサ,キバナアキギ
リ,ハクウンボク, ミツバウツギ, ミツデカエデ,イ ヌブナなど多彩である。それらの種の中には
希少植物が多く,さ らに,調査域での絶滅が懸念されているアスヒカズラとイワショウブも加わり
興味深い。

大山山系は,第四紀の大山火山活動によって形成されたもので,調査地域に比べ年代的に若く,
随所に火山地形が残されている。主峰の弥山は溶岩円頂丘であり, これを中心に溶岩原面,火砕流
合地が放射状に広がっている。これらはいずれも新期大山の活動によるもので,と くに火砕流合地
表面の平坦性は際だっていて,溶岩円頂丘と共に朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域には見られない特異な地
形となっている。これらのうち,方山の溶岩円頂丘は,その形成年代が約 1万数千年前と考えられ ,

もっとも新しいものである。また,円頂丘の斜面は急傾斜であり,年代が若いことと相まって,土
壌の発達が未熟である。

一般に火山地域では,噴火活動中には周囲の植生が破壊される。したがって,弥山の現在の植生
は,大山火山活動の終了後, 1万年ほどかかって回復してきたものと言える。朝鍋鷲ヶ山一宝仏山
地域に,弥山地域に見られない植物が分布することは,土壌が未発達であることや当該植物の侵入
速度が遅いことなどのために,弥山地域の植生回復がまだ完全ではないこと,あるいはそれらの植
物が生育場所 (niche)を 確保できないことを意味するものかもしれない。

Vま と め

1,朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の地形は,最高高度1,218.4m(毛無山)に達する中起伏壮年山地か
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1      らなり,烏取/岡山県境分水嶺から日野川河谷へ下る北西傾斜の大規模斜面として特徴づけられ
|      る (図3).
1     2.調 査地域の地質は中生界～新生界からなり,それらは地質構成や層序関係にもとづいて,中―

1      下部中生界,上部白亜糸～古第三系,および最上部新生界に三分される (図 4)。 この地域の地
1      

質構成の大半は前二者に占められ,後者は局所的に分布する薄い被覆層にすぎない。

朝鍋鷲ヶ山一宝仏山地域の地形・地質の特徴は,こ の地域が新生代末期を通じて隆起一侵食場

にあり,広 く古期岩類が露出する地帯であったことを示す。

3.調査地域は,たたら製鉄に伴う木炭原木材の採取のため,残存自然林がきわめて少ない日野郡

地域の中で植生図に示されるように,ブナースギ混交自然林が広面積で残されている地域である。

4.日本海型気候から太平洋型気候へと移行する準日本海型気候区に位置していることを反映して ,

毛無山と宝仏山の間にチシマザサとヒメモチの分布南西限があることが示唆された。

5。 大山 (弥山)には欠如する希少種を含む多くの植物が分布している。例えば,マルバダケブキ ,

カタクリ,キヌタソウ, ミヤマノキシノブ, コタエワタリ, ミヤマクロモジ,ヤマグルマ, コア

ジサイ,ク ロヅル,オオバアサガラ, ミヤマシグレ,モ ミジガサ,キバナアキギリ,ハクウンボ

ク, ミツバウツギ, ミツデカエデ,イ ヌブナなど。

また,a取県唯―の分布地であった朝鍋鷲ヶ山のアスヒカズラときわめて希少なイワショウブ
が確認できず,絶滅が懸念される。
6.植生調査および地質調査結果から,本地域の植生分布と岩相分布との間には相関関係は認めら

れない。

7.5.に 列記したように本地域の植物は,北方に隣接する大山火山地域のそれと比べて,大きく
相違する。これは,大山火山地域の形成年代がきわめて若いことと関係しているものと考えられ

る。
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Abstract

The Asanabe、 vashigasen― Houbutsusan area, western Tottori Prefect,re, is a mountainous

highland 、vith elevation over one thousand meters, Saved from recent artificial reFormation, tlle

natural environment there is、 vell preserved.

The area consists geologically of lower to upper A/1esozoic(meta― )sediinentary rocks, upper
Cretacous to Paleogene volcano― ―plutonic rocks and uppermost Ceonozoic sediments, The fairly

restricted distributions of the latter sedinents indicates that the nountainous area has been

subjected to uplifting and subaerial erosion through late Cenozoic tilne,

The clilnate type of」 apanese lslands is divided into three, i.e., the Japan Sea, the Pacific

Ocean and the transitional climate types. The transitional one is called also the Semi――」apan Sea
climate type, based on less amounts of lvinter sno、vfall. The investigated area is of the the

Semi―」apan Sea climate type, In addition, the present investigation suggests that the south、 vestern
li=nit of rJι

" 
′ι廃oc′翻α and Sas, 力劾巧′ク体ゲs, characteristic of the 」apan Sea chmate type, locates

between �[t.Kenashiyama and Mt,Houbutusan.

K/1any plants including scarce ones such as I″
9げ力鷺

"℃

物夕″ Jαつ翻ケa″夕%, 6診′力物 カゲタ筋ι筋,
7″クチ空ノgゲタ物 佑ο遷フ〃ゲ,  L9夕S6陶6 9rdMι ttη密ケs var.  ″sチ紗熔 and so on have survived in the
Asanabe、 vashigasen―Houbutsusan area, but not in the Daisen volcanic area to the north, where a

Pleistonce vOlcanism forms a big cOne 30 m across. This fact suggests that the flora in the latter

area is still immatured probably due tO the geological youthfulness of the volcanic area.


